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１．はじめに

　ここで言うワードペアとは、pick and choose、lock and keyなど、２語が等位接続詞などで結ばれた
英語表現で、英語の歴史を通じて幅広く使われているものである。これらの多くは、そこに含まれる２
語は順番（語順）が定まっていると言われている。しかし一部の表現については、異なる語順で、なお
かつ同じ意味で使われることがある。ワードペアの語順が定まってるかどうかについては、既にいくつ
かの先行研究でも扱われているが、そこには通時的な観点、すなわち各々の表現がいつどのように語順
を交替させたり固定させたりしたかを実際に検証する視点が少なかったように思われる。本論文は、そ
のような視点をワードペアの考察に導入することで、ワードペアの語順に関する新たな面を提示しよう
とする試みである１。

２．ワードペアの語順について

２. １．ワードペアの語順の固定性の問題

　Spears（2000）のNTC’s  American Idioms Dictionary の巻末には、“Irreversible Binomials and Trinomials” 
（語順が定まった２語からなる表現と３語からなる表現）を約500例集めたリストがある（Appendix, pp. 
621-25）。その説明箇所では、よく知られた言い回しの一つであるfast and furiousを例に、当該の表現
は以下のように定義付けられている。

　　Irreversible binomials and trinomials are sequences of two or three words that are in a fixed 
　　order, such as fast and furious , but not furious and fast .（p.621）

　もちろんこのことは大多数の語順の定まったペアに当てはまるものではある。しかしながら、少数で
はあるが、上述のリストにも含まれるような「逆の語順では使われない」とされているペアが、実際に
は逆の語順でも使われているケースが見られることがある。そのような問題、すなわち、ある種の「ぶ
れ」が語順に見られる点については、どのように説明されるであろうか。
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　上のような問題は決して新たに指摘されたことではなく、先行研究においても扱いがある。Mollin
（2012および2014）は大規模なコーパス（BNC）を使った調査を通じて、語順が定まっているとされる
慣用的なペアの多くが、語句にもよるが、かなりの割合で逆の語順でも用いられていることを数量的に
明らかにしている。“irreversible”という用語は場合によっては誤解を招くもので、これらの表現には、
語順が定まっている傾向が見られる、といった捉え方が妥当なのではないかと感じられる。

２. ２．ワードペアの語順が入れ替わることの特異性について

　複数語からなり、１語ずつの意味の総和では全体の意味が決まらないワードペアは、その点では慣用
的なフレーズ表現（イディオム、熟語、最近の用語で言えばmultiword unit）の一種であるとも捉えら
れる。そう考えた場合、あるワードペア［A and B］が、逆の語順［B and A］でも使われ、同じ意味を表
すとすれば、これは他のフレーズ表現にはない特徴であると言えるのではないか。イディオムや成句、
ことわざなど、複数語からなる表現のほとんどは、構成要素である語の順番を入れ替えたときには、別
の意味になるか、意味不明となるか、いずれにせよ成り立たないであろう。これに対してワードペアで
は、「等位接続詞の前後の語の入れ替え」というごく限られた条件ではあるが、明らかに多くのケースで、
語順の交替が許容されている。このような、熟語全般からすれば異質にも思われる語順の交替可能性は、
現時点では仮説ではあるが、ワードペア使用に関わる歴史が影響していると考えられ、したがって、そ
れは通時的に見た場合にのみ明らかになると考えられる。

２. ３．通時的に見るワードペアの語順

　現代英語を離れて古英語・中英語の例を扱うとき、ワードペアの語順には現代英語とは違った側面が
見られることがある。例えば中英語のテキスト（概ね14世紀）では、一つのテキスト（一人の著者）で
も異なる語順のワードペアが使われていたり、あるいは、現代英語とは逆の語順の方がむしろ頻繁に使
われているケースなどが散見される。この点では、一般に中英語ではワードペアの語順の自由度がより
高い印象である。過去においてそのような事実があったからこそ、現在でも一部のペアは異なる２つの
語順で用いられたり、またそういった使用の歴史を背景として、新たに作られたペアについても語順の
交替がある程度許されているのではないだろうか。
　しかしここで疑問が生じる。ワードペアの語順が、より自由だった時代から、現在のように１つの形
へと収束していくような流れがあるとするならば、その変化はいつ、どのように起こったのだろうか。
そのとき、もちろん個別のペアの語順も問題ではあるが、もし仮に複数のペアが連れ立って変化し、総
じて語順が定まった時期などがあるのだとすれば、そこには何らかの、ワードペアに限らず言語変化の
全般にも関わる「変わり目」といったものがあるのかもしれない。そういった点を将来的には明らかに
することを目指しつつ、以下、本論文では具体的ないくつかのワードペアについて語順の変遷に関する
調査を進めていこうと考える。

３．調査と分析・考察

３. １．調査の対象や考察を進める手順など

　本論文では以下、ワードペアの語順のうち、通時的に見て始めに使われていた語順を「語順１」、そ
の後使われるようになった語順を「語順２」とする。
　本論文の調査においては、Oxford English Dictionary（Online版）を用い、逆の語順でも使われて
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いるペア（語順１と語順２が共存している）、または過去においては逆の語順も見られたペア（語順１
から語順２へと移った、など）の、いずれかの特徴が見られる表現を、見出し・小見出しから集める２。
それらの語句のエントリーに採録されている用例を確認し、語順１・２それぞれの用例の数を数え、さ
らに「初出年」や「最終年」などを表にまとめる。これを通じて、ワードペアの語順が今のように定まっ
た（あるいは定まっていない）経緯、すなわちワードペアの語順の変遷を、ある程度具体的に、数値な
どを伴って記述したいと考える。
　その上で、以下のような疑問点（研究課題）について改めて考えたい。
　１）個々のワードペアの語順は、具体的にどのように変遷したか（語順の交替、異なる語順の共存、

一方の語順への固定化などの進み方はどうだったか）。
　２）複数のワードペアの間で、語順の変遷の面で共通する傾向などはあるか。
　３）語順の変遷に何らかの傾向が見られた場合、その理由や背景には何が考えられるか。

３. ２．調査結果

　ここに調査の結果を示すが、表についての注意点は以下の通りである。

　　語順１：始めに使われていた語順　　語順２：その後使われるようになった語順
　　初出年：用例が見られる最初の年　　最終年：用例が見られる最も新しい年

　・ここでは便宜上、語順１のアルファベット順にペアを並べた。
　・OED Onlineでの語句の説明や用例数などの点から、主たる語順であると考えられる方に網掛けし

て示した。ただしペアによってはどちらが主たる語順か判別できないものもある。
　・廃用に関する記述があるもの（Obs. ［Obsolete］または†）については表中の注に記した。

表：OED Onlineに見られる、ワードペアの異なる語順とその使用時期
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３. ３．分析・考察

　前節の表を見渡して分かったこととしては以下の３点が挙げられる。

　１）ワードペアの語順の変遷には、「語順１→語順２」だけでなく、「語順１→語順２→語順１」「語
順１→語順１・２の共存」「語順１・２の共存→いずれかの語順」などのパターンが見られる。

　２）現代英語の観点からは「語順が定まっている」とされるペアでも、過去の一時期、またはペアに
よってはかなりの期間、異なる語順と共存していたものが含まれている。

　３）多くのペアでは、単語が「長－短」から「短－長」の順に並ぶよう語順が変わっていったと見受
けられるが、時期によってはそれとは異なる傾向も見られることがある。

　１点目、まず変遷の仕方については、上にまとめたようにいくつかのパターンがあることがわかった。
もちろん中には、「choose and pickからpick and chooseへ」などのように、語順１から語順２へと単純
に移行したと思われるものもある。しかし例えば、当初は語順１が使われていたところに、後から語順
２が追加され、その後再び語順１に戻る、といった変化など、複合的な変遷が見られるペアも多かった。
　２点目については、先に述べた、中英語期など現代英語より前の時代ではワードペアの語順の自由度
が高いと見られる点を裏付けるものであろう。現代英語の観点からは意外なものも含めて、多くのペア
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で、過去のある時点では異なる語順の用例が使われていたことなどが明らかになった。その時期はペア
によって様々だが、総体的に見て、中英語期から近代英語期にかけては異なる語順の共存が見られ、そ
の後現代英語では共存は解消され固定化されているといったペアが多かったように思われる。
　３点目、語順の定まり方については、Cooper and Ross（1975）が現代英語のペアに見られる主要な
傾向の一つとして挙げた、２語の単語が［短-長］の順に並ぶという傾向に、多くのペアは合致している
と見受けられる。この場合、語順が定まっていく過程のどこかで、上述の傾向がある種の規範として働
くことで、語順が定まっていったと分析されるであろう。しかしながら、上で述べたように、ワードペ
アの語順の変遷にはいくつかの異なる局面が認められる。特に、長い間使われてきたようなペアについ
ては、その期間に一様に［短-長］への指向が働いたわけではなく、時には他の傾向との間でせめぎ合い
などがあったのではないかと考えられる。例えば、ペアが生み出された当初から［短-長］の語順だった
ペアが「語順１→語順２→語順１」のように変化したケースでは、始めと終わりには［短-長］の傾向が
強く働いたが、中間ではその傾向は弱まった、または別の要因がより強く働いた、など説明できるであ
ろう。そこにあったのは表現上または文体上の工夫であるかもしれないし、ヴァリエーションの一種と
して位置付けられるかもしれない。過去においては、現代英語よりも、ワードペアが慣用としてではな
く、表現技法として重視されていた可能性もある。もっとも、このような点についてはまだ詳細に研究
がなされていない部分もあるので、今後はさらにワードペアの変遷の局面ごとの背景を探る試みを続け
ていきたいと考える。

４．む す び

　今回扱ったペアはワードペアの数（種類）としては必ずしも多くなかったが、その分、それぞれが実
際に使用された例に関しては、OED Onlineに基づいて、具体的に用例数や初出年などを示すことがで
きた。そのことが、ワードペアの語順の交替という漠然としたものになりがちなテーマについて、ある
程度イメージできる形で記述することに結び付いたと考えられる。これを可能な限り多くのペアに広げ
ることが今後の課題である。現代英語という一つの層を見ることも大切だが、それにとどまらず、ワー
ドペアの使用の経緯を辿ることで、ワードペアの語順の問題は、何らかの結論へとつながっていくので
はないだろうか。

注
１ 本論文で示すデータは、概ね2019年12月18日から2020年１月30日までにOED Onlineにアクセスした結果に基づいてい

る。OED Onlineは随時更新されるため、アクセスする時期によっては異なる結果が提示されることがあり得る。なお
具体的にワードペアに言及するときや表を作成する際に、異綴が見られるペアは代表的な綴字に統一したり、原文に
ある書体（イタリックやボールドなど）を省略したりしている場合がある。

２ 複数のエントリーに同一のペアが２回以上見られる際には、同じ用例が重複して採録されている場合はできるだけ取
り除いた上で、用例数の集計としてはまとめて提示する。なお本論文では、接続詞andによって結び付いた２語から
なるワードペアのみを扱い、orなど別の接続詞によるものや、３語以上からなるものは扱わない。

コーパス
OED Online. http://www.oed.com/
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